G2に関して

さて、昨年の忘年会以降、阿部さんにはG2ソフトの入手にご尽力いただく中
可成り情報が豊富になり状況が変わってきました。
ドングルを購入された方々には国内のD-Starのシステムにおけるリフレクターの
現状がお分かりいただけるようになったと思います。
リフレクターに関しては当初アメリカが先行しており当局もG2が何とか手に入らないかと思っていましたが、最近はヨーロッパ系のircDDBが主流になりつつあると言うのが当局の印象です。
昨日、尼崎では阿部さんにはG2ソフト購入のご提案を再度頂きましたが、当面G2採用をペンディングにして、VHにもリフレクターをリンクさせたいと言う当局の希望は変わらずヨーロッパ系のircDDBを先に試したいと思いますのご賛同いただければ幸甚です。

ircDDBとは
Ircddbは基本的にアメリカのDSTARシステムのサーバーとドイツのリピータ/反射システム上のリピータに接続するアイコムゲートウェイソフトウェアを交換し、可能にするためにイギリス人によって開発されたゲートウェイソフトウェアだそうです。

ircDDBのircはInternet Relay Chatの略称でインターネット通信用のプロトコルの一種らしいです。
アマチュア無線でも相手が送信中は自分は受信するとか交信を希望するときはCQを出すとかその手順があるように特にインターネットなどでは通信の手順をプロトコルと言っているようです。

